













































































































本研究の調査対象校は、関西地方の A 市立 B 中学校（以下、「B 中」と表す。）である。B 中は、各学年
4 学級、全校在籍生徒数が 400 名程度の中規模校である。この B 中は戦後の新制中学校 1 期校として創立
された歴史を有している。近年では、学校生活において、生徒の＜荒れ＞の状況が見られ、教員は、その
指導に苦慮していた。
X 年には、大規模な人事異動があり大半の教職員が入れ替わることになった。B 中では、X 年度に着任
した C 校長の学校経営方針の一つに「育てる教育相談」が掲げられらことに伴いガイダンス機能の充実




A 市教育委員会の生徒指導や教育相談に係る指導・助言者として関わっていたことから、X-1 年度より B






「特別活動尺度」（表 1）の下位尺度（Cronbach のα係数）は、次の通りである。「集団活動」（α =.91）、
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「学級満足」（α =.93）、「学級活動」（α =.90）、「自尊感情」（α =.88）、「共感性」（α =.87）、「記録整理」
（α =.85）、「行事参画」（α =.87）。「特別活動尺度」の 7つの下位尺度はお互いに有意な正の相関を示す。
この「特別活動尺度」は全 41 項目であったが、B 中ではマークシートの回答用紙により調査を実施する
ために、回答用紙設計上の都合で最大 40項目までという制限があった。そのため、下位尺度「集団活動」
の項目数が 9 つであり、一番項目数が多いことから、因子分析の因子負荷量の最も低かった 1 項目（v27.
私は、工夫して活動に取り組むことができます。）を除いた 8 項目として実施した。調査は、各学級担任
による集合調査法により実施された。また、調査用紙の各項目について、4件法（「とてもそう思う」に 1
点、「そう思う」に 2点、「少し思う」に 3点、「あまり思わない」に 4点）で回答を求め得点化している。
調査対象者は全生徒である。調査時期は、各学年の行事予定や事務処理などの事情に配慮し、2 回目と 3
回目は実施可能な日時に行ったため、学年により実施時期の幅がある。1 回目を X 年 9 月、2 回目を X 年
12 月～ X+1 年 1 月、3 回目を X+1 年 5 月～ 6 月、4 回目は X+1 年 10 月に実施した。分析の対象者は、










た、B 中の研究推進のリーダーである D 教諭の発案により、B 中では、すべての授業に「4人組」の学習




なお、本研究は、C 校長からの研究協力要請を受けて行っていること及び B 中の教職員からの同意を
得ながら協働的に行われたものである。
Ⅲ．結果
　B 中で実施された「特別活動尺度」による質問紙調査 4 回分の回答について、2 年間の経年比較が可能
な生徒（欠損値がなく 4回の連続したデータが得られた生徒）について、その平均値と標準偏差を整理し
たものが表 2 である。X-1 年度入学生は中学 2 年時から 3 年時の合計 4 回分のデータが得られた生徒、X
年度入学生は中学 1年時から 2年時の合計 4回分のデータが得られた生徒であり、分析の対象となる合計
生徒数は、下位尺度別に表 2に示した。
　分析には、統計ソフト（IBM SPSS Statistics 24）を使用し、被験者内要因である時期群（X 年度と









　X 年度入学生群では、1 回目と 4 回目は、t（1,108）=2.54,p<.01、1 回目 <4 回目。また、有意な傾向が
見られたのは 2回目と 4回目であり、t（1,108）=1.85<.10、2回目 <4 回目であった。
　X-1 年度入学生群では、3回目と 4回目は、t（1,126）=2.23,p<.05、3回目 >4 回目であった。
　次に、被験者間要因である各回の学年群得点について t 検定を行ったところ、単純主効果において有意
な差が見られたのは、次の通りである。1回目は、t（1,234）=3.57,p<.00、X-1 年度入学生 >X 年度入学生。
2 回目は、t（1,234）=3.55,p<.00、X-1 年度入学生 >X 年度入学生。3 回目は、t（1,234）=2.92,p<.00、
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図 1　「学級満足」得点の推移






　X-1 年度入学生群では、2回目と 4回目は、t（1,126）=2.08,p<.05、2 回目 >4 回目であった。
　また、有意な傾向が見られたのは、以下の通りである。
　X 年度入学生群では、3回目と 4回目であり、t（1,110）=1.70<.10、3回目 <4 回目であった。
　X-1 年度入学生群では、1回目と 4回目は、t（1,126）=1.67,p<.10、1回目 >4 回目。3回目と 4回目は、
t（1,126）=1.70,p<.15、3回目 >4 回目であった。
　次に、被験者間要因である各回の学年群得点について t 検定を行ったところ、単純主効果において有意
な差が見られたのは、次の通りである。1回目は、t（1,236）=3.88,p<.00、X-1 年度入学生 >X 年度入学生。
2 回目は、t（1,236）=3.32,p<.00、X-1 年度入学生 >X 年度入学生。3 回目は、t（1,236）=3.40,p<.00、
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な差が見られたのは、1 回目、t（1,232）=2.67,p<.00、X-1 年度入学生 >X 年度入学生。有意な傾向が見




　X-1 年度入学生群では、2回目と 4回目は、t（1,125）=-2.08,p<.05、2 回目 >4 回目であった。
　また、有意な傾向が見られたのは、以下の通りである。
　X 年度入学生群では、1回目と 4回目は、t（1,105）=2.49<.01、1 回目 <4 回目。2回目と 4回目は、t（1,105）
=2.23<.05、2回目 <4 回目。3回目と 4回目は、t（1,105）=3.64<.00、3回目 <4 回目であった。
　次に、被験者間要因である各回の学年群得点について t 検定を行ったところ、単純主効果において有意
な差が見られたのは、次の通りである。1回目は、t（1,230）=3.71,p<.00、X-1 年度入学生 >X 年度入学生。
2 回目は、t（1,230）=5.19,p<.00、X-1 年度入学生 >X 年度入学生。3 回目は、t（1,230）=4.21,p<.00、
X-1 年度入学生 >X 年度入学生、4回目は、t（1,230）=2.20,p<.05、X-1 年度入学生 >X 年度入学生であっ
た。
Ⅳ．考察













考えて過ごしている生徒が多い」。そのような X-1 年度入学生に対して、学年担当の教員は 2 年間の実践
図 4　「自尊感情」得点の推移
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